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教科書で
個別最適な学び
協働的な学び
を実現する



131 130自らの考えを ● 複数の意見を読んで、考えよう
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複
数
の
意
見
を
読
ん
で
、
考
え
よ
う

―
正
解
が
一
つ
に
決
ま
ら
な
い
課
題
と
向
き
合
う

　
論
説
の
比
較
を
基
に
グ
ル
ー
プ
で
討
論
し
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
よ
う
。 

﹇
学
習
活
動
﹈

●

社
会
と
の
関
わ
り
を
支
え
る
、読
書
の
効
用
を
理
解
す
る
。

●

文
章
を
批
判
的
に
読
み
、
論
理
の
展
開
や
表
現
の
し
か

た
を
評
価
す
る
。

目標 読 む

　
私
た
ち
の
社
会
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

「
た
だ
一
つ
の
明
白
な
正
解
」
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
よ
う
な
課
題
に
向
き
合
う
た
め

に
は
、
誰
か
の
意
見
を
た
だ
う
の
み
に
す
る
の
で
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
の
こ
と
と

し
て
捉
え
、
批
判
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
こ
こ
で
は
、
気
候
変
動
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に
対
し
、
三
人
の
論
者
が
提
言

を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
手
が
か
り
に
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
、

あ
な
た
自
身
が
こ
れ
か
ら
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
考
え
よ
う
。

　
私
は
、
気
候
の
変
化
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

再
現
す
る
「
気
候
モ
デ
ル
」
を
使
っ
て
、
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
。

　
私
が
研
究
を
始
め
た
一
九
五
〇
年

に
は
、

「
気
候
は
安
定
し
た
も
の
で
、
一
時
的
・
局

地
的
な
変
化
は
あ
っ
て
も
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
考
え
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
世

界
各
地
の
観
測
デ
ー
タ
の
収
集
や
気
候
モ
デ

ル
の
開
発
な
ど
、
地
道
な
研
究
の
積
み
重
ね

に
よ
り
、
気
候
は
、
大
気
や
海
洋
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
た
も

の
で
、
さ
さ
い
な
変
化
が
急
激
な
変
化
を
引

き
起
こ
し
う
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
今

や
、
人
間
の
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
原

因
で
、
地
球
の
気
候
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
。

　
産
業
革
命
前
の
千
年
間
で
は
あ
ま
り
変
動

し
な
か
っ
た
地
球
の
平
均
気
温
は
、
そ
の
後
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
間
に
、
既
に
一
度
ほ
ど

上
昇
し
て
い
る
。
気
候
モ
デ
ル
の
計
算
に
よ

る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
世
紀
中
に
さ
ら
に

二
度
ほ
ど
上
が
り
、
温
暖
化
は
海
上
よ
り
も

陸
上
で
、
熱
帯
よ
り
も
北
極
域
で
著
し
く
進

む
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
温
暖
化
は
世
界
の
水
の
循
環
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
洪
水
や
干
ば
つ
が

増
え
、
水
資
源
の
豊
か
な
地
域
と
乏
し
い
地

域
の
格
差
は
、
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
予
測
は
、
実
際
の
観
測
デ
ー
タ
に
も

表
れ
始
め
て
い
る
。
近
年
、
世
界
各
地
で
洪

水
や
干
ば
つ
を
は
じ
め
、
酷
暑
や
豪
雨
な
ど
、

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
相
次
い
で
い
る
。

　
温
暖
化
が
も
た
ら
す
被
害
の
大
き
さ
は
、

地
域
や
世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
た
め
、

問
題
へ
の
向
き
合
い
方
に
も
温
度
差
が
あ
り
、

今
な
お
、「
地
球
温
暖
化
は
起
き
て
い
な
い
」

と
主
張
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
問
題
の

認
識
そ
の
も
の
が
ず
れ
て
い
る
と
、
解
決
は

難
し
い
。
ま
ず
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、

現
状
や
原
因
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
。
そ

の
う
え
で
有
効
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、

　
現
状
や
原
因
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

真
鍋 

淑
郎

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
今
、
何
が
必
要
か
。

﹇
テ
ー
マ
﹈

基
礎
資
料

筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

論
者

筆
者 

真
鍋
淑
郎
（
ま
な
べ 

し
ゅ
く
ろ
う
）　

 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）

―
　

 

愛
媛
県
出
身
。
気
象
学
者
。

著
書 

「
地
球
温
暖
化
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
」な
ど
。

筆
者 

堅
達
京
子
（
げ
ん
だ
つ 

き
ょ
う
こ
）

 

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）

―

 

福
井
県
出
身
。
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

著
書 

「
脱
炭
素
革
命
へ
の
挑
戦
」
な
ど
。

筆
者 

伊
勢
武
史
（
い
せ 

た
け
し
）

 

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）

―
　

 

徳
島
県
出
身
。
生
態
学
者
、
環
境
科
学
者
。

著
書 

「『
地
球
シ
ス
テ
ム
』
を
科
学
す
る
」
な
ど
。

出
典 

三
編
と
も
、
本
書
の
た
め
の
書
き
お
ろ
し
。

地球上の気温変化のシミュレート結果

　産業革命前と比べた気温上昇の予測。上
は大気中CO2 濃度が２倍に（2050年 ま
でになる見込み）、下は４倍になった場合。

183 価値を生み出す ● 話し合いを効果的に進めよう

話す
聞く

﹇ 

話
し
合
い
（
進
行
） ﹈

話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
よ
う

　
卒
業
式
の
日
に
、
ク
ラ
ス

で
黒
板
ア
ー
ト
を
制
作
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
学
級
会
で

出
た
案
を
基
に
、
実
行
委
員

が
何
を
描
く
か
を
決
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
進
行
役
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、
話
し
合

い
の
様
子
を
視
聴
し
、
下
の

問
題
に
取
り
組
も
う
。

　
話
し
合
い
で
合
意
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
考
え
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
目
的
に
沿
っ
て
、
話
し
合
い
を
進
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

効
果
的
な
話
し
合
い
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

や
っ
て
み
よ
う

①  

進
行
役
の
最
後
の
発
言
に
続
く
形
で
、
参
加
者
か
ら
出
た

意
見
を
整
理
し
よ
う
。

　
で
は
一
度
、
こ
れ
ま
で
に
出
た
意
見
を
整
理
し
ま
す
。

●

幾
つ
か
案
を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、
い
い
で
す
ね
。

●
 

こ
の
（「
ク
ラ
ス
で
の
最
後
の
思
い
出
作
り
に
」
と
い
う
）

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
ど
う
で
す
か
。

②  

進
行
役
の
次
の
発
言
は
、
目
的
に
即
し
た
話
し
合
い
を
す

る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
、
考
え
よ
う
。

▼ 

二
次
元
コ
ー
ド
の 

 

動
画
を
視
聴
し
よ
う台本は184ページ

133 132論理を捉えて ● 適切な根拠を選んで書こう

133ページ

根拠・構成
55ページ
情報整理

225ページ
表現の効果

110ページ
表現の工夫

233ページ
学びの価値づけ

●日常　 話し合いのときに、根拠を示して説得
力のある発言をする。

●将来　地域の課題の解決策を提案する。

目
標

生
か
す

学びの
カギ

書く

適
切
な
根
拠
を
選
び
、
構
成
を
工
夫
す
る

　
説
得
力
の
あ
る
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
適
切
な
根
拠
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
こ
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
で
き
る
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
立
場
や
提
案
を
決
め
て
意
見
文
を
書
く
。

適
切
な
根
拠
を
選
び
、
構
成
を
工
夫
し
て
、
自
分
の
意
見
が
明
確
に
伝
わ
る
文
章
を
書
こ
う
。

意
見
文
を
書
く

適
切
な
根
拠
を
選
ん
で
書
こ
う

●
 

適
切
な
根
拠
を
選
び
、「
理
由
づ
け
」
を
合
わ
せ
て
示

す
こ
と
で
、
意
見
の
説
得
力
が
高
ま
る
。

　
・ 

正
確
で
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
。

　
・ 

根
拠
と
意
見
を
無
理
な
く
結
び
付
け
る
「
理
由
づ

け
」 

が
示
せ
る
か
。

　
・
根
拠
と
「
理
由
づ
け
」
を
複
数
示
せ
る
か
。

●
 

意
見
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
構
成
を
工
夫
す
る
。

　
・ 

ま
ず
、
文
章
の
構
成
（
序
論
ー
本
論
ー
結
論
、「
頭

括
型
」「
尾
括
型
」「
双
括
型
」
な
ど
）
を
決
め
る
。

　
・ 

意
見
、
根
拠
、「
理
由
づ
け
」、
想
定
さ
れ
る
反
論

と
そ
れ
に
対
す
る
意
見
な
ど
の
要
素
を
、
ど
の
順

序
で
述
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
を
考
え
る
。

　
・ 

段
落
相
互
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
接
続

詞
や
順
序
を
表
す
言
葉
な
ど
を
活
用
す
る
。

● 意見を支える適切な根拠の選び方を知る。（知る）

● 適切な根拠を選び、構成や記述を工夫して、

自分の考えが伝わる意見文を書く。（書く）

集
め
る
・
整
理
す
る

課題を決め、調べる
・ 地域や社会で話題や問題になっている

ことなどの中から課題を決める。

・ 課題に関する情報を集めて、自分の意

見を決め、それを支える根拠を探す。

1

組
み
立
て
る

構成を考える
・ 適切な根拠を選び、「理由づけ」を考える。

・ 読み手にとってわかりやすい段落の構

成を考え、全体の構成を決める。

2

表
現
す
る

意見文を書く
・ 600 ～ 800 字程度でまとめる。

・ 根拠の適切さ、「理由づけ」の説得力

などの観点で推
すい

敲
こう

する。

3

共
有
す
る

交流する
・ 意見文を友達と読み合い、納得できた

点や疑問点、改善点などを伝え合う。

4

振り返る 135
ページ

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
１
　
根
拠
の
吟
味

130
ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

　
ど
う
し
た
ら
説
得
力
の
あ
る

意
見
文
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ん

な
根
拠
が
あ
る
と
よ
い
か
な
。

ICT

課題 若者の投票率を上げるには、どうすればよいか。

【
構
成
の
例（
双
括
型
）】

意見
中学校の授業で、模擬選挙を行うべきだ。

根拠１

理由づけ

若者の意識調査（総務省）の結果
・関心の低さ
・選挙の意義への理解不足

根拠２

理由づけ

　
○
○
に
つ
い
て
、
私
は
…
…
と

考
え
る
。

意
見

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、

…
…
と
考
え
る
。

意
見

　
第
一
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
１

　
第
二
に
、
…
…
（
だ
か
ら
）
だ
。

理
由
づ
け

根
拠
２

　
こ
れ
に
対
し
て
、
…
…
と
い
う

考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

…
…
。

反
論

………………………
………………………

…………………………………
…………………………………

　模擬選挙を行うことで、
選挙の意義を知り、関心
を高めることができる。

発
想
を
広
げ
る

282
ページ

書
く
こ
と
の

ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

意見文を書く
適切な根拠を選んで書こう

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

オフ全画面 ありなしふりがな

書く

「意見文」のテーマ例

地域の話題から
•	•	ごみ袋への記名について。
•	•	防犯カメラの設置増加について。
•	•	地域回覧板の廃

はい

止
し

について。

新聞やニュースの報道から
•	•	コンビニエンスストアの 24時間営業について。
•	•	フェイクニュースの拡散と、メディアの役割に
ついて。
•	•	夫婦が別

べっ

姓
せい

を選ぶことについて。

その他のテーマ例
•	•	電車やバスの優先席はなくしたほうがよいか。
•	•	中学生が使う辞書は、紙の辞書がよいか、ウェ
ブの辞書がよいか。
•	•	マイバックやマイボトルの普及は、本当に環境
保全につながるか。
•	•	電子マネーやクレジットカードなどのキャッ
シュレス決済を、今後さらに推し進めるべきか。
•	•	全ての車を電気自動車にしていくべきか。

Society5.0 時代

生成 A I
グローバル化

新型コロナウイルス
感染症

		 		何が求められているの？何が求められているの？ 		         実践のポイント実践のポイント

　予測困難な時代の中で、自分のよさや可能性を認識し、他者と協
働しながら、変化を乗り越えていくための学びが求められています。

教育をめぐる状況や課題

異なる考え方が組み合わさり、
よりよい学びを生み出していく

多様な他者と協働

個別最適な学び 協働的な学び

外国人生徒の
増加

貧困特別支援教育

学習意欲の低下気候変動

SDGs

情報化への
対応

学校教育の課題

GIGA スクール構想

教育 DXキャリア教育

ウェルビーイング
働き方改革

指導の
個別化

　一定の目標を全ての児童生
徒が達成することを目指し、
異なる方法等で学習を進める

学習の
個性化

　興味・関心等に応じた異な
る目標に向けて、学習を深め、
広げる

「主体的・対話的で深い学び」の実現へ

一体的に充実

個別最適な学びのために

生徒自身が選ぶ・決める
例えば…

学習の流れに沿って、
生徒自身が課題を決める
□生徒の主体性を引き出す

例えば…

「表現テーマ例集」を参考に、
テーマを選ぶ
□興味・関心に応じた課題やテーマの設定

協働的な学びのために

対話の中で学びを深める

□多様な意見を吟味し、解決策を探る

例えば…

課題解決に向けて話し合う

個別最適な学びのために

生徒の
課題に合わせた方法で

例えば…

二次元コードコンテンツ
を活用する
□学校でも、家庭でも必要なときに活用する

□指導の個別化・学習の個性化につながる

例えば…

話し合いのポイントをつかむ
□話し合いの目的に沿って進行する

□互いの立場や考えを認め合う

社会の急激な変化

光村  発  !光村  発  !

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して　〜全
ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学び
と、協働的な学びの実現〜（答申）」（令和3年）、

「教育振興基本計画」（令和5年）を基に作成

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指
して　〜全ての子供たちの可能性を引き
出す、個別最適な学びと、協働的な学びの
実現〜（答申）」（令和3年）を基に作成

書くことのミニレッスン

2 年「適切な根拠を選んで書こう」

「文法への扉」ワーク

表現テーマ例集

3 年「複数の意見を読んで、考えよう」3 年「話し合いを効果的に進めよう」

学校教育の新しい動き
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国語の学習の中で、ICT 機器を活用すると効果的な場面を示してい

る。使用してよいかどうかを確かめたうえで、主体的に活用しよう。

教科書の該
がい

当
とう

ページに示されている二次元コードから、学習の参考と
なる資料を読み取ることができる。インターネットの環

かん

境
きょう

によっては、
通信料が発生する場合があるので注意しよう。

ICT 活用のヒント

読 む 読むこと
話す
聞く 話すこと・聞くこと 書く 書くこと

見通しを
もつ

知識・技能
の習得

情報収集
情報整理

自分の
考えを
深める

考えを
表現する

友達との
交流・共有

振
ふ

り返る

ICTの
活用場面

1 集める・整理する

 
右表❹書くことのミニレッスン 
書く前の準備運動。小学校で学ん 
だ基

き

礎
そ

・基本を思い出そう。

1 捉
とら

える
文章の構成と内容を確かめよう。
 右表❽漢字の練習／漢字一覧表
その教材で学ぶ新出漢字・新出音訓
の読み方を確認しよう。

   右表❼朗読音声 
古典の文章の読み方を確認し、読み
慣れるまで音読しよう。

1 集める・整理する
ICT を活用して、情報を集めたり整理
したりしよう。
  右表❸「話す・聞く」表現テーマ例集 
何を話すか迷ったら参考にしよう。

2 組み立てる 3 伝え合う 
動画や音声を視

し

 
聴
ちょう

し、効果的な 
話し方や話し合 
いのしかたを確 
かめよう。

 右表 ❷「話す・聞く」動画・音声

録音・録画機能を生かして練習するのも
効果的だ。
　 ICT  録画して自分の話し方を確かめる
　　　 35ページ

2 組み立てる 3 表現する 
ICT 機器を使うと、構成の変

へん

更
こう

や推
すい

敲
こう

、
下書き段階での情報共有がしやすい。

ICT  案内文
　　　 117ページ

ICT  レポート
　　　 142ページ

ICT  書きだしを共有
　　  する 230ページ

ICT  発表用資料
　　　 236ページ

  右表❹書くことのミニレッスン 
推敲する 118ページ（推敲の練習問題）

2 読み深める
示された図表や写真、動画や音声などと
関連づけながら、理解を深めよう。

 右表 ❻「読むこと」教材の資料

（実験の様子の映像）

4 共有する
録音・録画した活動を視聴し、確認しよう。
ICT  録画して振り返る 194ページ

4 共有する
ICTを活用して、助言や感想を交流しよう。
ICT  コメント機能で交流する 143ページ

3 自分の考えをもつ
著者の考えと比 
べながら、自分 
の考えをもとう。

 右表 ❻
　　 「読むこと」教材の資料

右表❶学びの地図　デジタル版「学びのカギ」一覧。
これから学ぶこと、これまでに学んだことが、いつでも確

かく

認
にん

できる。

右表❶学びの地図
ここで学んだことが、今後どのような学習

に生かせるかを確かめ、次につなげよう。

右表❶国語の力試
だめ

し
身につけた資質・能力を生かして、問題に取り

組もう。タブレットやパソコンでも解答できる。

ジャージャー

ありオン ふりがな　全画面　 なし身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

発酵とは、どのような現象か。25字で抜き出そう。 
 ［10 点］

1▶次の文章は、微生物の働きについて述べたものである。

　イースト菌や乳酸菌などの名を聞いたことがある人は多いだ
ろう。それらが微生物である。住居を汚したり、食べ物を腐ら
せたりするカビのように、人間の健康や生活に害を与える微生
物もいるが、いっぽうで、人間の生活に役立つ微生物も多い。
例えば、乳酸菌は、牛や羊のミルクを分解して乳酸を作り出す。
これによって、ミルクはヨーグルトに変化する。
　このように、微生物が物質を分解し、他の物質に変えて放出
する現象を発酵とよぶ。パンやしょうゆ、納豆、かつお節など、
多くの食品が発酵を利用して作られている。（中略）
　微生物のこうした働きは、地球環境を支えるうえでも大きな
役割を果たしている。秋、公園や庭にたまった落ち葉はいつの
まにか腐り、土に戻っているが、落ち葉を分解して土に変えた

ありオン ふりがな　全画面　 なし身につけた資質・能力を活用して、問題に取り組もう。
国語の力試し

読 む
もう一度 初めから解く　

発酵とは、どのような現象か。25字で抜き出そう。 
 ［10 点］

1▶次の文章は、微生物の働きについて述べたものである。

　イースト菌や乳酸菌などの名を聞いたことがある人は多いだ
ろう。それらが微生物である。住居を汚したり、食べ物を腐ら
せたりするカビのように、人間の健康や生活に害を与える微生
物もいるが、いっぽうで、人間の生活に役立つ微生物も多い。
例えば、乳酸菌は、牛や羊のミルクを分解して乳酸を作り出す。
これによって、ミルクはヨーグルトに変化する。
　このように、微生物が物質を分解し、他の物質に変えて放出
する現象を発酵とよぶ。パンやしょうゆ、納豆、かつお節など、
多くの食品が発酵を利用して作られている。（中略）
　微生物のこうした働きは、地球環境を支えるうえでも大きな
役割を果たしている。秋、公園や庭にたまった落ち葉はいつの
まにか腐り、土に戻っているが、落ち葉を分解して土に変えた

❶見通しをもつ・振り返る ❼朗読音声

29他
1

学びの地図
※全ての「学びのカギ」から閲覧可能。

148   大
おお

阿
あ

蘇
そ

154   いろは歌

262 国語の力試し 156   竹
たけ

取
とり

物語
❷「話す・聞く」動画・音声 170   矛

む

盾
じゅん

16  発表のしかた 306   百人一首

31   情報を聞き取る（問題） ❽新出漢字・新出音訓
36  スピーチをする 27他

1
1

漢字の練習／漢字一覧表
※ 全ての新出漢字・新出音訓欄

らん

から
閲覧可能。漢字教材は一覧表のみ。

122  質問のしかた

189  進め方について考える（問題）

194  グループで話し合う ❾「文法への扉
とびら

」ワーク／練習問題
264  国語の力試し（問題） 75 文法への扉 1 242 文法 1

❸「話す・聞く」表現テーマ例集 147 文法への扉 2 246 文法 2

34「スピーチ」のテーマ例 223 文法への扉 3 251 文法 3

192「話し合い」のテーマ例 10言葉／語
ご

彙
い

教材の資料
❹書くことのミニレッスン（ワーク） 120  方言による発音の違

ちが

い
54 情報を整理する 267 言葉の宝箱（小学校）

116 文末表現をそろえる 11情報／読書教材の資料
118 推敲する 78  SDGsについて考え、行動しよう

140 話し言葉を書き言葉に改める／
引用のしかたを知る

202 研究の現場にようこそ

12資料編
228 一文を短くする 275 資料編デジタル

❺「書くこと」表現テーマ例集 ・発想を広げる―表現テーマ例集

54「説明」のテーマ例 ・読書感想文の書き方

140「レポート」のテーマ例 ・文章の推敲・原
げん

稿
こう

用紙の使い方

228「随
ずい

筆
ひつ

」のテーマ例 ・敬語を使う

❻「読むこと」教材の資料 ・手紙の書き方

17  工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

さんインタビュー ・インタビューをする

27  蜂
はち

飼
かい

 耳
みみ

さんインタビュー ・インターネットの活用

103 米
よね

倉
くら

斉
まさ

加
か

年
ね

さんインタビュー
記事

・グラフの見方／引用・出典

・話し合いの方法

106 銀
ぎん

木
もく

犀
せい

の写真 ・平仮名と片仮名（五十音図）

131  シジュウカラの鳴き声 ・ローマ字一覧表

133  実験の様子 ・キーボード配列表

183  川
かわ

上
かみ

浩
ひろ

司
し

さんインタビュー

二次元コード一覧
デ
ジ
タ
ル

資
料
目
次

ICT を活用すると効果的な学習場面。ICT

ミニレッスンの解答を表示　書く

資料を引用して報告する
根拠を明確にして書こう

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

ありオン ふりがな　全画面　 なし

［元の文］ ［修正文（左の文の下線部を直す）］

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」とかの意味で、「やばい」という言葉を使
うことは昔からあったし、国語辞典にもその意味は
載ってる。

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」  の意味で、「やばい」という言葉
を使うことは昔からあった  国語辞典に
もその意味は 。

1 1

▶   高木さんは、「やばい」という言葉について、レポートを書いている。 
　　　 線部を、意見文にふさわしい表現に書き換えよう。

話し言葉を書き言葉に改める

ミニレッスンの解答を表示　書く

資料を引用して報告する
根拠を明確にして書こう

書くことのミニレッスン 表現テーマ例集書くことのミニレッスン 表現テーマ例集

ありオン ふりがな　全画面　 なし

［元の文］ ［修正文（左の文の下線部を直す）］

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」とかの意味で、「やばい」という言葉を使
うことは昔からあったし、国語辞典にもその意味は
載ってる。

　「危ない」「悪いことや危険なことが起こりそうな
状態だ」  の意味で、「やばい」という言葉
を使うことは昔からあった  国語辞典に
もその意味は 。

1 1

▶   高木さんは、「やばい」という言葉について、レポートを書いている。 
　　　 線部を、意見文にふさわしい表現に書き換えよう。

話し言葉を書き言葉に改める

二次元コードから学習の参考資料を閲
えつ

覧
らん

できる。

35 学びをひらく ● 話の構成を工夫しよう

35ページ

話の構成
235ページ
振り返る

193ページ
話題や展開

122ページ
質問

⃝
�

話
す
目
的
や
話
題
を
確
認
し
、
自
分
が
伝
え

た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

⃝
�

聞
き
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い

話
の
構
成
や
表
現
に
な
る
よ
う
工
夫
す
る
。

　・�

順
序
を
表
す
言
葉
を
用
い
る
。

　・��

話
の
始
め
方
や
終
わ
り
方
を
工
夫
す
る
。

　・
自
分
の
体
験
な
ど
の
具
体
例
を
入
れ
る
。

　・��

資
料
を
示
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
工
夫
す
る
。

　聞
き
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
話
の
構
成
を
ど

う
工
夫
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

中
川
さ
ん

学びの
カギ

わ
か
り
や
す
い
話
の
構
成
を
考
え
る

ICT

録画して
自分の話し方
を確かめる

［
最
初
の
構
成
案
］

［
改
善
案
］

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き（
写
真
提
示
）

・
聞
き
手
へ
の
問
い
か
け

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き（
写
真
提
示
）

終わり

終わり

唐と
う

突と
つ

な
印
象
？

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き
な
理
由

・
な
か
で
も
好
き
な
作
品

・
な
か
で
も
好
き
な
作
品

・
聞
き
手
へ
の
呼
び
か
け

・
し
め
く
く
り

・
聞
き
手
へ
の
呼
び
か
け

・
し
め
く
く
り

前
後
の
つ
な
が
り 

△△

前
後
の
つ
な
が
り 

◯◯

導
入
を
追
加
（
興
味
を
引
く
）

⃝

目
的 

…
… 「
み
ん
な
の
知
ら
な
い
私
の
一
面
」
を
伝
え
る

⃝

話
題 

…
… 

ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き
（
家
の
本
だ
な
の
写
真
を
見
せ
る
）

⃝

時
間 

…
… 

一
分
程
度
（
一
分
間
で
三
百
字
程
度
が
目
安
）

　練習の様子を録画し
て、構成や話し方の改
善点を見つけよう。

341ページ

学
び
の

地
図

「
学
び
の
カ
ギ
」一
覧

280
ページ

中

中

初め

初め

理
由
①

理
由
②

理
由
③

情報が多い

しぼりこむ

・
ミ
ス
テ
リ
ー
が
好
き
な
理
由

理
由
①

理
由
②

削さ
く

除じ
ょ

入れかえ？
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教授用資料

POINT 1 教科書本編の ICTマークとリンク
　�「話す・聞く」「書く」学習で、生徒が主体的に ICT を 

活用するためのヒントに。
 ➡ 個別最適な学びへ

POINT 2 「共有する」過程での活用方法を提案
　�他者との交流がいっそう深まる、 

ICT の具体的な活用方法を例示。
 ➡ 協働的な学びへ

1 年「ICT 活用のヒント」

POINT 1

POINT 2

ICTで深まる
個別最適な学びと協働的な学び

　教科書の後見返しには、ICT 機器を活用すると効果的な場面を、学習過程に沿って示しました。

143 142筋道を立てて ● 根拠を明確にして書こう

振
り
返
る

①  調査の目的ときっかけ… 課題（何を調べるのか）と調べようと
思ったきっかけ

②  調査の方法……… ………どのような方法で何を調べたか

③  調査の結果……… ………調査からわかった事実

　　　　　　　　　　　　・小見出しを付けるとわかりやすい。

　　　　　　　　　　　　・数値や名称などは正確に記す。

　　　　　　　　　　　　・ 数値はグラフや表で示すとよい。

④ 考察……………… ……… 結果から考えたことや今後の課題

⑤ 参考文献……………… …要約または引用した資料の出典

知る  どのようなことに注意して、資料を引用したか。

書く  根拠を明確にして自分の考えが伝わる文章を書くために、どんなこ
とに注意したか。

つなぐ  説明や報告の文章を読むときに、引用のしかたに注意することでど
のようなよいことがあるか、考えてみよう。

言
の
葉
ポ
ケ
ッ
ト

引
用
す
る
と
き
の
表
現

●

○
○
に
よ
る
と
、
…
…
で
あ
る
。

●

○
○
に
は
、「
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

考
察
す
る
と
き
の
表
現

﹇
事
実
を
伝
え
る
文
末
表
現
﹈

●

…
…
だ
／
で
あ
る
／
て
い
る
。

﹇
考
え
を
伝
え
る
文
末
表
現
﹈

●

…
…
だ
ろ
う
。
／
…
…
と
考
え
ら
れ
る
。

●

…
…
と
い
え
る
。
／
…
…
と
推
測
で
き
る
。

　
引
用
と
は
、
執し
っ

筆ぴ
つ

の
際
に
参
考

に
し
た
先
人
の
知
恵
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
補
強
し
、

説
得
力
を
高
め
る
方
法
で
す
。
引

用
で
は
、
誰
が
ど
こ
で
何
と
言
っ

た
の
か
を
明
確
に
示
し
、
先
人
の

知
恵
に
敬
意
を
表
す
こ
と
が
大
切

で
す
。石い

し

黒ぐ
ろ 

圭け
い

さ
ん

（
日
本
語
学
者
）

達人からのひと言

　祖母にデパートでの買い物に誘われ、「私には『敷居が高い』よ。」と答えたら、「あら、何か

後ろめたいことでもしたの。」と笑われたことがある。私と祖母で、「敷居が高い」の受け止め方

が違うことを知り、興味をもった。このレポートでは、「敷居が高い」という言葉の意味を人々

がどう捉えているか、調べた結果を報告する。

①「敷居が高い」の意味を複数の国語辞典で確認した。

②文化庁 「国語に関する世論調査」で、世代別の受け止め方を調べた。

③１年２組 35 名を対象に、「敷居が高い」の意味を尋ねるアンケートを行った。

①「敷居が高い」の本来の意味（国語辞典の説明の比較）

　国語辞典には、「敷居が高い」は、「相手に不義理などをしてしまってその人の家に行きにく

い」（「A辞典」p.601）と書かれている。また、私が「敷居が高い」の意味だと思っていた「高

級すぎたり上品すぎたりして入りにくい」については、「誤りとされていたが、今では広く普
ふ

及
きゅう

している」（同上）とするものもある一方、「誤り」（「B辞典」p.642）とはっきり書いているも

のや、全くふれていないもの（「C辞典」p.479）もあり、さまざまだった（資料１）。

「敷居が高い」はどういう意味で使われているか

意味

国語辞典

相手に不義理などをしてしまっ

て行きにくい（本来の意味）

高級すぎたり上品すぎたりして

入りにくい

A辞典 ○ ○
B辞典 ○ 誤りとされる

C辞典 ○ 記述なし

資料１

●それぞれの項目に、ふさわしい内容を書いているか。

●「調査の目的」と「方法」や「考察」の内容は対応しているか。

●資料を効果的に引用しているか。

　・  調べた資料から、根拠として図表や文章を引用する。

　・ 自分の考えを補強するために、専門家の知見などを引用する。

●「参考文献」は、正確に示されているか。

調査の結果

調査の方法

調査の目的ときっかけ

 「敷居が高い」は
どういう意味で使われているか

○○年○月○日
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①①

②②

③③

　私だけが「敷居が高い」という言葉の意味を勘
かん

違いしていたのかと思ったが、文化庁の調査や

クラスのアンケートの結果から、非常に多くの人が「敷居が高い」を「高級すぎたり上品すぎた

りして入りにくい」という意味で理解していることがわかった。一部の国語辞典では、本来の意

味に加えてこの意味を載せていることからも、この意味が広く浸
しん

透
とう

している現状がうかがえる。

調べてみて、言葉は時代とともに……

考察④④

・○○○○監
かん

修
しゅう

「A辞典」○○書店、2020 年

・○○○○監修「B辞典」△△書店、2018 年

・○○○○監修「C辞典」□□堂、2017 年

・文化庁「令和元年度国語に関する世論調査」https://……　○年○月○日閲覧

参考文
ぶん

献
けん

⑤⑤

レポートの構成

助言をするときの観点の例


